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　1.緒　　言
　　　　　　　　　　　（註）すでに報告したように，両親の年令と子供の学業成績（算数の成績）との間には相関関係が見
出され，しかも子供の出生時における母の年令と，子供か低学年から高学年に進んだ場合の成績
進歩の度合との相関関係は，可成り高い係数を示した。筆者はこの点に興味と疑いを懐き，更に
出生時における母の年令と，その子供の国語の学業成績との相関を調査し，考察を試みた結果が
本報告である。学業成績は，両親による先天的素質や，後天的諸環境条件の綜合として表われる
もので，学業成績の究明は，これら諸条件との関係を明かにすること，即ち，成績に及ぼす諸条
件の分析と，その寄与の程度を解明することであると云ってもよかろう。勿論その前提となる成
績とは何かを，明らかにすることが先決ではあるが。
　2.調査の目的
　本調査は，これ等諸条件のうち，特に先天的なもの,’として考えられる両親の心身両面の発達程
度を示す一側面としての子供の出生時における母の年令と，子供の国語の学業成績とが，どのよ
うな相関の程度を示すか。更に母の年令により子供の成績が低学年（第１，第２学年）から高学
年（此の場合は第６学年）に進んだとき，どのような変化を示すかを明かにせんとするものであ
る。尚，ここで，Ｉ学年の成績とせず１，２学年を同時に取扱ったのは，入学前の家庭における
影響が著しく混入すること，及び成績の信頼性も低いことから，これらを補わんとする意図によ
るものである。
　上に述べたように，成績を規定する諸要因は単一なものとして把握することは困難である為，
母の心身の発達程度と，子供の成績との因果関係を明らかにすることは，極めて容易でない。そ
れ故，本調査は，むしろその前段階となる年令と成績との相関関係を係数的に把握し，両者の因
果関係解明への緒としたい。
　しかし，これがためには，種々の問題,似を含んでいるので，調査設計と結果考察の限界を示す
ため，調査における問題点を列挙する。
　　　学業成績に関するもの
　　　1.学業成績とは何か6
　　　2.何をもって学業成績とするか。
　　　3.成績の信頼性は如何。
　　　4.評点の代数的操作の不適当を，どのように取扱うか。
　　　年令に関するもの
　　　1.ここで年令とは，出生時の母の年令のことであるが，年令の単位をどう決めるか。即
　　　　ち，１ヵ月を単位にするか，１ヵ年を単位にするか。
　　　２．１ヵ年単位とすれば，端数の月は如何にするか等。　　　　　　　　　’
　以上の諸点を考慮して，諸査は次のように行った。
（註）日本教育学会中風四国支部会，教育学研究紀要, 1956
２ 高知大学学術研究報l告第６巻第32号
　3.対象と方法
　本調査は，母の年令と子供の学業成績との関係を知ろうとするものであるが，対象児童を広範
囲にとることは困難である。故に，市内某小学校の最近２ヵ年間計６ヵ学級の卒業生の国語にお
けるＩ，２学年及び，６学年の成績を母集団とし，'その約30％の70名(男子35名，女子35名)を
調査対象に決定した。これは資料の得られ易いこと，及び成績の基準が各学級共一応同じである
との理由にもとづく。さて，国語の成績とは何かが決められねばならないが，これに関する抽
象的論議は，結論への統一を困難にする。そこで便宜上，今回における調査では国語科にお
ける教師の評価による評点をもって，国語の学業成績と考えることにした。即ち，此の場合の国
語の成績とは，当該小学校における，国語の学習の結果評価されたものということになる｡。しか
も，評点については，各学級間の差を無くするため,学級担任間で基準設定が行われていること，
及び評価については相当の経験をもった教師により決められたものであることから,｡評点は
一応各個人の真の成績を表わしていると考えた｡(この点に関しては今少し検討を要すると思われ
るが)｡国語の成績は，各学年共に五項目に分けられ，各項目は夫々５段階法により記述されて
ある。それゆえ,評点は,各学年共，最高25から最低５の範囲に分布することになる。しかし，本
調査は，低学年としてＩ，２学年をーつとみなしたので，低学年は最高50，高学年は最高25とな
るわけである。しかるに低学年と，高学年との成績の比較考察を便ならしめるため，６学年の
成績を２倍して同一基準に換算した。６学年の評点が偶数になっているのはこのためである。
次に母の年令に関しては先ず，出･生時の母の年令を，月単位で調査したが，母の心身発達の
状態が，１ヵ月単位により，それ程大きな影響を及ぼすものとは考えられなかったので，結果の
考察には，１ヵ年を単位とし端数の月は６ヵ月を限りとして切り捨て又は切り上げて取扱った。
　4.結　　果
　調査結果は次の如くである。　　　　　　　　　　　。
　　　　　　　　　　　　　Table I. The distributionof parent'sages｡
　　　　　　　　　　　　(1) The distributionof mother゛sage atchildb叫h
age 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41
freqﾘency １　１　４　２　３　Ｈ　４　３　４　４　９　３　２　１　３　３　２　１　２　２　０　３　１　１
(2)The distribution of father's ４ｅ
age‘ 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 菊41 42 43 44 45 46 47 48 49
frequency １　0006126574725　12 2 2 2 1　１　14 2 0 4　１０　１
(3)The distributionof parent'sat average age
age 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 37 38 39 40 41 42 43
frequency １　０　０　３　７　５　５　５　６　２　５　５　２　３　２．２　３　３　２　１　２　２　２　２
Table II. The mother's age and the child achievement scores･
ma ther'sage 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　●　　●　　●　　　　　－26 27 26 37 39 28 39 28 31 29 29 32 26 25 36 19 29 30， 22 36 23
■scoresat 1-2 grades 37 35 41 37 43 46 36 39 43 47 43 41 33 44 40 32 47 36　26　32　37
scoresat 6 grade 42 34 46 34 40 44 34 40 40･42 .44 34 40 44 38 ･38 46 36 32 34 44
difference ５－１　5 -3 -3 -2 -2 1 -3 -5　1-7:7　０-２　6-10 -4　２　７．
両親の年令と子供･の学業成績との相関（溝淵）
23　33　22　21･ 20 33　23　28　34　24　37　20　35　28　23 41　24　28　30 26　20 23　27　24　28
34 28 34 38 32 41 36 40 34 38 43 35 46 42 44 33 33 43 40 45 35 29 40 37 34
40　24 38 42　40　36　38 40 34 42 40 42 ・42 40 42　32　32 46 42 48 42　34 44 42　32
６４　４　４　８･-５　２　０　０　４-３　7-4-2-2 -I -I　３　２　３　７　５　４　５-２
22　23　23　23　39　28　34　25　2ﾌ　21　20　25　23　27　32　32　23 40　23　28　28　24　33　18
38 41　33　45 42 41　42 47　39　24　36　37　36 49 49 43　36　39 33　42 40 42 47　30 ・
44 44　38 46 44　38 44 50 42　36 40 40 42 48 48 44　34　36　38　40 36 40 42　36
６　３　５　１　２　-３　２　３　３　１２　４　３　６－Ｉ　-１　１　-２-３　5-2-4-2 -5‘･６
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Fig I. The correlation between mather's 弓ge and
　　　the child achievement scores at」.2 grades
40^' Ｏ ●Ｘ＼
♂ ● ● ＼ ●
&/7 ＼ ●● ● ＼゜
34j5 ＼ ○ ● へ
32j3 ○ ＼?｀゜ ● ○ ● ＼
　J1
30
＼ Ｏ ＠ ● ＼
　　29
28｀
。＼
○●
゜ぷ゜
●●
●●
●
● ｙ
　　27
f ＼ ｏ ●． ●･● ＠●
○
へ
j5 ＼oo ● ●● ●● ＼
　　23
2f ●
へ･
Ｑ ○＠
●●.
＠●
●●
○● ＼
　21
f ＼ ○○ ０● ● ＼ ●
8j9
＼ ・● ＼
夕 　-7f 　J5-6
　Ｊ
４
　－1
　～,2
　、１
０
　3
2゛
　＿5
4
　、7
6 8J
　n
10
　J3
S1
Fig II　The corre】ationbetween mother's age and
　　the child achievement !cores at 6 grade
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　Fig Ill　The correlationbetween ㎞other'sages
　　　and the differencesof the score at 6 grade
　　　and １.2grade　　　　　　　　　　　　　ｊ
　５.考　　察　　　　　　　　　　　　　，
　Ｔａｂ.Iによれば，母の年令は最低18才から
最高41才まで撒り，23才～30才頃迄が，過半
数を占めている。従って結論は，このinterval
をもつ年令層についてであることを十分忘れ
てはならない。Tab.ir.のscatter diagramが
Fig:I～IIIである。　　　　　尚
　Fig. I.は左下から右上の方向に撒布の傾向
を読みとることができる。そのco-variation
の度合は弱く，。相関係数r=0.31である。し
かし，全く無視出来る程度ではない。このこ
とは;低学年における成績は，母の年令の低
い子供は低く，母の年令が増すにしたがって
高くなる傾向を持つではないかとの課題を提
供している。
　Fig. IT では√高学年犀おける成績と母の
年令との相関はFig.I.より可成り変化した
４ 高知大学学術研究報告第６巻第32号
分布を示し，その係数はr=-0.18である，一般にr=-0.18は係数それ自体としては取,りあ
げるべきほどのものではないが. Fig.IからFig. IIへの変化を併せ考える時は興味深咄即ち，
F4 II は，高学年の成績は低学年時に比較する,と，母の年令の進むにしたがって低くなる傾
向を暗示する。Fig. I. II.共に高い係数を示さないことは，成績を規定する他の要因の影響に
よる二，三の特異な撒布に起因しているのではないだろうか｡フこれについては更に今後の調査に
侯つべきであろう。Fig. Illは，低学年から高学年化進んだ時，成績がどのように変化するか，
その変化は母の年令と如何なる関係をもっかを現わす。図によれば;･得点の増減と年令との
関係は，右下から左上に散布し，その共変量は，明らかに一定の傾向を示す。その係数はr＝－
0.62である。このことは，出生時の母の年令が低い子供は，低学年から高学年に進むと，その成
績進歩の度合は高くなり，逆に母の年令の高い子供の成績は，低学年より高学年に進むにしたが
って，球績進歩の度合が低くなる。更に換言すれば，母の年令が比較的低い時に生まれた子供の
成績進歩の度合は，低学年よりも高学年の時が著しく，母の年令が比較的高くなって生まれた子
供は，低学年時よりも高学年時の成績進歩の度合は低いということが出来る。このことは，低学
年から高学年に至るまで常に上位，又は下位の成績を占めること，及び，母の年令の如何に
拘らず，常に，上位或は下位を占める子供が存ることとは矛盾しない。ただここでは，各一
人一人の子供の成績進歩の遅速率が，出生時の母の年令と，上の関係をもっということが言える
のであって，学年乃至学級での成績順位の転倒を指していないことを，十分理解しなければなら
ない。
　5.結　　　　び
本調査は, Sampleの少いこと，評点の信頼性，及び評点め操作等から生ずる誤差を考慮に
入れるべきではあるが，一般的傾向を把握できたととは今後の研究への示唆となる。亦，この
ような傾向が，年令の或時期を限として，どのように変化するかの分析も興味ある問題となる。
dataによれば30才～31才頃を境として相関が，その方向を変えるではないかとの予測もされる
か，尚これらについては，母集団の拡大とSampleの抽出設計との正確により，この結論への
実証性を高めたい。最後に，成績を規定する･諸要図の決定と，これらが占めるweightもfactor
analysisにより決定したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和32年9月30日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SUMMARY
　The Correlation Between Parent's Age and the Child Achievement.
― On Mother's Age at Child Birth and the Child Achievement in the Language―
(Part l)　　　　　　　　　　　　　　　　Yosio MIZOBUTI
　ｌ have reported that there is a correlation between parent's age and the achie゛ｅ“
ment of the child in mathematics. According to the view point of this approach
the major purpose of this research is to make clear the correlation between mother's
age and the child achievement in the language at 1°2 grades and ６ grade in the
elementary school.　The aims of this approach are :
　1. To research ａ correlation between mother's.age and the child achie゛ement
　　　　scores in lower grades (atl-2grades).
　2. To research ａ correlation between mother's age and the child achievewent
　　　　scores at 6 grade･
　3. To research ａ correlation coefficient between rriot!ler'sage and the degree
両親の年令と子供の学業成績との相関（溝淵）
of the child development in his achie゛ement from lower grades to uper grade.
　The number of the samples : 70(boy 35 girl 35).
　The results are shown in Ta ｂ I―II and Fig I―III. Abstructing from the results
this approach ｌ can get the following conclusion:
　1. As ａ rule, the ranking of the achievement scores of the younger mother°s
　　　　child is not so high at l-2 grades. Conversely, that of the elder mother's
　　　　are high.
　2.　At 6 grade, l found out the negative tendency between mother's age and the
　　　　child achievement scores. Then the correlation coefficient is not in high level.
　3.　The developmental grade of achievement from lower grade to uper grade
　　　　is showing a deffinit tendency and the correlation coefficient is　-0.62.
　　　　Namely, the child of the yourger mother is showing a more remarkable
　　　　fromation at his uper grade rather than his lower grade, but we find ａ
　　　　converse tendency in the child of the elder mother. But l must consider
　　　　the problematic points from more numerical and acurate data｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received September 30， 1957)
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